
函館工業高等専門学校 基準６ 
 

基準６ 教育の成果 

（１）観点ごとの分析 

観点６－１－①： 高等専門学校として，その目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒業（修

了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，その達成状

況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 

（観点に係る状況） 

本校では，基準１で述べた学習・教育目標に沿って，基準５に示した具体的なカリキュラムや科目

の流れ図が定められている。各科目の学習到達目標及び評価方法はシラバスに明記され，各教員はそ

れに従って評価を行っている。つまり，定期試験の成績や小テスト(課題)など，評価方法をそれぞれ

割合（％）で明示し，それらを点数化し合計が60点以上で合格としている(資料６－１－①－１)。こ

れらシラバスに定められた評価基準を下に成績が評価されるが，前期終了時及び学年末終了時に評価

の根拠となる総合成績評価表(資料６－１－①－２)とその裏づけとなる答案等の保存(資料６－１－

①－３)を行っている。 

準学士課程の卒業研究や専攻科の特別研究等の達成度評価について(資料６－１－①－４)は，継続

的な研究活動，研究論文や研究発表会で評価し，研究内容をより公正に評価するため達成度を複数教

員が評価できるシステム(資料６－１－①－５)となっている。各科目の単位認定については，準学士

課程では各学科が定めた学習・教育目標に沿った流れ図に基づいて，その達成状況を把握(資料６－

１－①－６)し，学年末の教員会議（準学士課程）にて(資料６－１－①－７)，クラスごとに学生の

成績一覧が資料として提示され，成績の確認，および卒業の認定が行われている(資料６－１－①－

８)。専攻科課程では専攻科委員会（専攻科課程）にて行われ(資料６－１－①－９)，学生の修了判

定一覧表(資料６－１－①－１０)が資料として提示され，修了判定が行われている。なお，専攻科修

了生はJABEEに認定された「複合型システム工学」教育プログラムの修了生でもあるため，プログラ

ムの修了要件(資料６－１－①－１１)も満足する必要があるため，単位取得だけでなく，学士の取得，

学協会等での研究発表，TOEIC400点以上の取得などの内容も含めた個々の学生の学習・教育目標達成

度評価確認表 (資料６－１－①－１２)もあわせて確認している。さらに，専攻科学生に対しては，

半期程度毎に，学習・教育目標達成度評価確認表を用いて達成度中間評価を実施している。これによ

り，各学生と担任教員は科目履修状況や学習・教育目標の達成状況を把握することができる。 
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（出典 物質工学科シラバス）

資料６－１－①－１ 
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総合成績評価表 

（出典 平成 18 年度物質工学科有機材料工学学年成績総合評価表）

資料６－１－①－２ 

- 340 - 



函館工業高等専門学校 基準６ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答案保管庫 

  

 

資料６－１－①－３ 
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（出典 物質工学科シラバス）

資料６－１－①－４（１/２） 
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（出典 平成 19 年度専攻科シラバス）

資料６－１－①－４（２/２） 
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（出典 物質工学科資料）

資料６－１－①－５（１/３） 
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（出典 物質工学科資料）

資料６－１－①－５（２/３） 
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（出典 専攻科委員会資料）

資料６－１－①－５（３/３） 
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（出典 物質工学科シラバス）

 

 

資料６－１－①－６ 
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（出典 平成 19年３月 12日 教員会議資料）

資料６－１－①－７（２/２） 

 

（出典 平成 19年３月 16日 教員会議資料）

資料６－１－①－７（１/２） 
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（出典 平成 19年３月 16日 教員会議資料）

資料６－１－①－８ 
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専攻科２年生の修了判定 

   

（出典 平成 19年３月 12日 専攻科委員会議事録）

※審議内容については個人情報に関わるため削除 

※審議内容については個人情報に関わるため削除 

資料６－１－①－９（１/２） 
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（出典 平成 19年３月 16日 専攻科委員会議事録）

※審議内容については個人情報に関わるため削除 

専攻科１年生進級認定 

資料６－１－①－９（２/２） 
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（出典 平成 19年３月 12日 専攻科委員会資料）

資料６－１－①－１０ 
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（出典 専攻科シラバス）

 

資料６－１－①－１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 353 - 



函館工業高等専門学校 基準６ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （出典 平成 19年３月 12日 専攻科委員会資料）

資料６－１－①－１２(１／２) 
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（出典 平成 19年３月 12日 専攻科委員会資料）

資料６－１－①－１２(２／２) 

- 355 - 



函館工業高等専門学校 基準６ 
 

（分析結果とその根拠理由） 

本校では学生が卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力ごとにその達成要件を定め，

それに基づき達成状況の把握・評価を体系的に行っていることから，適切な取組が行われていると

判断できる。 
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観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時などにおいて学生が身に付ける学力や資質・能力につ

いて，単位修得状況，進級の状況，卒業（修了）時の状況，資格取得の状況等か

ら，あるいは卒業研究，卒業制作などの内容・水準から判断して，教育の成果や

効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

本校では卒業（修了）時に学生が身に付ける学力や資質・能力ごとに設定した達成要件の達成状況

により卒業（修了）認定を行っている。平成16年度～平成18年度の進級，卒業，修了状況など(資料

６－１－②－１)を見ると，準学士課程５年生は毎年ほぼ全員が卒業している。一方，専攻科生は全

員が修了とはいかないが，平成18年度修了生で63％と増加している。準学士課程１年～４年生の進級

率は減少しており平成18年度で90％を示した。特に準学士課程１年生と２年生の進級率の減少が目立

つ。これは，平成17年度から準学士課程全員の評価基準を50点以上から60点以上に変更した(資料６

－１－②－２)ことによる影響と考えている。退学者の数は若干ながら増加しているが，その退学理

由としては進路変更や２年連続留置者によるものである。 

資格取得に関しては，英語を中心に積極的に取り組んでいる。なお，実用英語技能検２級，工業英

語技能検定３級の合格者およびTOEIC480点以上の学生に対して，特別学修として単位認定を行ってい

る(資料６－１－②－３)。また，専攻科修了生に対してはTOEIC400点以上が義務付けられている。当

初は500点以上取得学生が１名であったが，専攻科２年生で５名おり，英語のレベルが年々向上して

いることが伺える(資料６－１－②－４)。 

準学士課程５年生は学科ごとに卒業研究発表会があり，その成果は卒業論文としてまとめるととも

に全学生が研究発表を行っている(資料６－１－②－５)。この中には学協会等で発表する学生も多く，

平成18年度は26件の研究成果を発表している(資料６－１－②－６)。専攻科課程は，専攻ごとに，１

年では特別研究中間発表会(資料６－１－②－７)を，２年では特別研究発表会(資料６－１－②－８)

を，また，修了までに最低１回は学協会等で発表を行うことを義務付けており，着実に成果を上げる

ことができる体制となっている(資料６－１－②－９)。 

また，本校では授業以外での創造実験・創造演習として，平成17年度から高専祭に合わせて学生が

自らの興味で課題を設定し，その課題に対して調査研究を実施して，その成果をコンペティション形

式で発表してもらうPROJECT-ZEROを学生有志により企画運営している(資料６－１－②－１０)。創造

実験・創造演習を育む取組の成果は校外のコンペでも表われ，平成18年度，函館市内で開催されたコ

ンペで多数の受賞者を出している。さらに，専攻科学生は学協会での発表で表彰を受けており，本校

学生の創造力やプレゼンテーション能力が着実に身についていることが判断できる(資料６－１－②

－１１)。 
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（出典 学生課教務係資料）

 

本科・専攻科の進級・卒業（修了）状況について 

資料６－１－②－１   
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（出典 規程集 http://www.hakodate-ct.ac.jp/~w-syomu/reiki_int/reiki_honbun/au05700571.html）

資料６－１－②－２ 
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（出典 平成 19年２月 21日 教員会議資料）

資料６－１－②－３   

H18年3月 TOEIC IPおよび公開テスト成績（専攻科生）
受験者数 400点台 500点以上 最高点 最低点

1期生 22名 17名 1名 520 210
2期生 22名 15名 1名 685 230

専攻科2年 32名 11名 5名 650 220  

 

（出典 一般科目英語科資料）

 

資料６－１－②－４   
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（出典 平成 18 年度 卒業研究概要集）

資料６－１－②－５   
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平成１８年度 準学士課程 5 年生学会発表一覧 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 19年３月 16日教員会議資料）

資料６－１－②－６   
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（出典 平成 19年３月 13日専攻科１年 特別研究中間発表会資料）

資料６－１－②－７   
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（出典 平成 19年２月７日専攻科２年 特別研究発表会資料）

 

資料６－１－②－８   
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（出典 平成 17年度自己点検・評価報告書）

資料６－１－②－９   
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（出典 平成 18年 12月発行 学校だより No.169）

資料６－１－②－１０ 
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（出典 教員会議資料および本校機械工学科ウェブサイト http://www.hakodate-ct.ac.jp/~w-m/mech_hom.htm）

資料６－１－②－１１（１/４）   
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（出典 本校機械工学科ウェブサイト http://www.hakodate-ct.ac.jp/~w-m/h18/business-cup/h18_business_cup.html ）

資料６－１－②－１１（２/４） 
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2006 函館アカデミックフォーラム 

    

 

（出典 平成 19 年１月 12 日 北海道新聞夕刊地域情報版）

資料６－１－②－１１（３/４） 
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（出典 平成 19 年３月発行 学校だより No.170）

資料６－１－②－１１（４/４） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

進級の状況，卒業（修了）時の状況，資格取得状況，卒業研究（特別研究）などの内容・水準，学

協会での発表や各種コンペティションでの活躍などから判断して，教育の成果や効果が上がっている

と判断できる。 
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観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や

進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の

成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況） 

平成16年度～平成18年度の準学士課程卒業生の就職率，進学率はほぼ100％である(資料６－１－③

－１)。また，過去２年間の専攻科課程修了生の就職率，進学率もほぼ100％である(資料６－１－③

－２)。平成18年度卒業生の就職先を見ると，機械工学科は製造業関連，電気電子工学科は製造業・

電気・情報通信業関連，情報工学科は電気・情報通信業関連，物質工学科は化学工業・石油関連，環

境都市工学科は建設業など，専攻科課程修了生は建設業・製造業にそれぞれ就職している(資料６－

１－③－３)。 

準学士課程卒業生及び専攻科課程修了生の進学先については，国公立大学を中心とした数多くの工

学系の大学，大学院に編入または進学している(資料６－１－③－４)。また，準学士課程から専攻科

への進学率も年々増加を示しており，専攻科でより高度な専門知識の修得を目指す学生が増加してき

ていることがうかがえる。 
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準学士課程卒業生の進路状況について 

    
 

    
 

    

 

 

（出典 進路指導委員会資料）

資料６－１－③－１ 
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専攻科修了生の進路状況について 

    

 

    

 

（出典 進路指導委員会資料）

資料６－１－③－２ 
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（出典 平成 19 年度 学校要覧 p.41）

資料６－１－③－４ 

 

（出典 平成 19 年度 学校要覧 p.41）

資料６－１－③－３ 
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（分析結果とその根拠理由） 

就職・進学後の進路先から判断して，本校の教育の目的に沿った人材が養成され，社会で活躍して

いる。よって，教育の成果や効果が十分に上がっていると判断できる。 
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観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等，学生からの意見聴取の結果から判断して，教育

の成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況） 

本校では，準学士課程(資料６－１－④－１)及び専攻科課程(資料６－１－④－２)で求められる学

習・教育目標に対する達成度評価アンケートを全学年で実施し，自己の達成度を５段階で評価しても

らった。 

準学士課程では各学科が定めた学習・教育目標に対しての達成度評価を実施した。アンケート結果

(資料６－１－④－３)から，Aの創造力や実行力に関する項目に対して，どの学科も「なんとか将来

やっていけそう」，「まあまあ自信を持っている」，「十分自信がある」と答えた学生の割合が多か

った。これは準学士課程５年生(卒業生)では卒業研究，１年生～４年生では創造実験・創造演習など

による効果と考えている。しかしながら，Eのプレゼンテーション技術や基礎的な英語コミュニケー

ション能力の項目では，「まったく自信がない」や「あまり自信がない」と答えた学生が全学科で約

５割もいた。 

専攻科課程では専攻科の学習・教育目標であるA1～F3までの達成度評価を実施した。アンケート結

果(資料６－１－④－４)から，情報技術に関するC-1，C-2，C-3の項目に対して「あまり自信がな

い」と答えた学生が多かった。これは授業や特別研究などでかなり高度なデータ解析や設計作業が要

求されるために，「あまり自信がない」という回答が多かった可能性が考えられる。また，E-4の項

目，英語のコミュニケーションに対しても「あまり自信がない」や「まったく自信がない」と答えた

学生が多かった。この結果は準学士課程と同様であるが，専攻科２年生(修了生)では大幅に改善され，

「なんとか将来やっていけそう」以上の評価をほとんどの学生がしている。これは専攻科の修了要件

であるTOEIC400点以上を義務付けていることも要因の一つではないかと考える。 
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（出典 機関別認証評価対応部会資料）

資料６－１－④－１ 
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資料６－１－④－２ 

（出典 機関別認証評価対応部会資料）
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 （出典 機関別認証評価対応部会資料）

 

資料６－１－④－３（１/５） 
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 （出典 機関別認証評価対応部会資料）

 

資料６－１－④－３（２/５） 
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（出典 機関別認証評価対応部会資料）

 

 

資料６－１－④－３（３/５） 
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資料６－１－④－３（５/５） 

 

 

（出典 機関別認証評価対応部会資料）

 

資料６－１－④－３（４/５） 
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（出典 機関別認証評価対応部会資料） 
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資料６－１－④－４（１/２） 

 

（出典 機関別認証評価対応部会資料） 
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資料６－１－④－４（２/２） 

 

 

（出典 機関別認証評価対応部会資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校では，準学士課程及び専攻科課程で求められる学習・教育目標に対する達成度評価アンケート

を全学年で実施している。準学士課程では学科によりバラつきは見られるが，卒業時にはある程度の

自信を持っていることが伺えた。しかしながら，今回初めて各学科の学習・教育目標に対する達成度

アンケート調査を実施したこともあり，今後，定期的に達成度評価のチェックを行い教育の成果や効

果について分析していく必要がある。一方，専攻科課程では半期に一度，学習・教育目標達成度評価

確認表を用いた達成度中間評価を実施しており，各学生は科目履修状況や達成状況の確認を行ってい

る。アンケート結果から，修了時には自信を持って社会に巣立っていることが伺えた。従って，学生

からの意見聴取の結果から判断して，学年が進むにつれて教育の成果や効果が着実に上がっているこ

とが伺える。 
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観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先などの関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付

けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取するなどの取組を実施しているか。

また，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況） 

本校では，平成16年度に準学士課程卒業生及び進路先へのアンケート調査を実施し，卒業生が在学

時に身に付けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取した(資料６－１－⑤－１)。また，専攻科修

了生及び進路先に対しては，平成18年３月に初めて専攻科修了生を社会に送り出したことから，現在

までアンケート調査を実施していない。 

準学士課程在学時に身に付けた学力や資質・能力等に関する卒業生からの評価は，専門・理工系科

目の内容と時間数は十分だが，英語をはじめとした文系科目が不十分である(資料６－１－⑤－２)。

また，プレゼンテーション能力や創造性の育成に関する科目（資料６－１－⑤－３），情報処理関係

の科目が不十分という結果であった(資料６－１－⑤－４)。 

卒業生の進路先企業からは，函館高専卒業生の平均的な仕事に対する評価は，採用した企業の約９

割が「満足している」と答え，本校卒業生に対する社会的評価は良好であると言える(資料６－１－

⑤－５)。特に重要と位置づけている項目は，「数学・自然科学系の講義，専門の講義・実験実習科

目」や「創造的な問題解決能力の育成に関連する科目」である(資料６－１－⑤－６)。また，情報処

理技術に関しては，CADや表計算などのレベルが求められている(資料６－１－⑤－７)。 

以上のような準学士課程卒業生及び進路先からの意見に対して，本校では，カリキュラムの見直し

を行い，各学科で創造演習(資料６－１－⑤－８)・創造実験(資料６－１－⑤－９)を新たに授業に加

え，学生の自発性・協調性・発想力・自己学習能力・プレゼンテーション能力アップに努めている。

その教育の効果については各種コンペティションや学協会からの受賞件数に繋がっている。また，英

語に関しては，積極的に資格試験を受験させ，専攻科学生には国際活動推進部会による海外での特別

研究英語プレゼンテーションの実践と評価を行っている(資料６－１－⑤－１０)。さらに，情報処理

技術に関しては，情報教育演習室(プログラム演習室やCAD演習室など)の充実やインターネット接続

環境の整備を図っている(資料６－１－⑤－１１)。 

なお，本校では，外部有識者による評価として外部評価委員会を設置し，平成17年度に２回開催し

ている。メンバーには本校卒業生２名も含まれており，本校へ改善のための提言をいただいている

(資料６－１－⑤－１２)。 
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（出典 平成 16 年度函館高専卒業生・企業アンケート報告書）

 

資料６－１－⑤－１（１／５） 
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（出典 平成 16 年度函館高専卒業生・企業アンケート報告書）

資料６－１－⑤－１（２／５） 
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（出典 平成 16 年度函館高専卒業生・企業アンケート報告書）

資料６－１－⑤－１（３／５） 
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（出典 平成 16 年度函館高専卒業生・企業アンケート報告書）

資料６－１－⑤－１（４／５） 
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（出典 平成 16 年度函館高専卒業生・企業アンケート報告書）

 

   

資料６－１－⑤－１（５／５） 
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（出典 平成 16 年度函館高専卒業生・企業アンケート報告書）

資料６－１－⑤－３ 

   

（出典 平成 16 年度函館高専卒業生・企業アンケート報告書）

資料６－１－⑤－２ 
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（出典 平成 16 年度函館高専卒業生・企業アンケート報告書）

 

資料６－１－⑤－５ 

 

（出典 平成 16 年度函館高専卒業生・企業アンケート報告書）

  

資料６－１－⑤－４ 
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資料６－１－⑤－６（１／２） 

   

   

（出典 平成 16 年度函館高専卒業生・企業アンケート報告書）
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（出典 平成 16 年度函館高専卒業生・企業アンケート報告書）

資料６－１－⑤－７ 

 

（出典 平成 16 年度函館高専卒業生・企業アンケート報告書）

    

資料６－１－⑤－６（２／２） 
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 （出典 物質工学科４年「物質工学創造実験」シラバス）

資料６－１－⑤－８（１/２） 
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（出典 物質工学科４年「物質工学創造実験」発表予稿集から抜粋）

 

資料６－１－⑤－８(２/２) 
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（出典 物質工学科２年「物質工学創造演習」シラバス）

資料６－１－⑤－９（１/２） 
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（出典 物質工学科２年「物質工学創造演習」中間報告書，最終報告会プレゼンからの抜粋）

左から林檎+人参，ねぎ，

牛乳パック 

ねぎを金槌などで繊維状に

ほぐしている様子 

資料６－１－⑤－９（２/２） 
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（出典 本校ウェブサイト http://www.hakodate-ct.ac.jp/topicnews/eng/index.html.pdf）

資料６－１－⑤－１０ 

- 401 - 



函館工業高等専門学校 基準６ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 17 年度自己点検・評価報告書より抜粋）

資料６－１－⑤－１１ 
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（出典 平成 17 年度外部評価報告書より抜粋）

 

資料６－１－⑤－１２ 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校では準学士課程卒業生，その進路先および外部有識者（外部評価委員会）から，卒業(修了)生

が在学時に身に付けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取する取組を実施し，教育の改善を継続

的に行っている。たとえば，各学科で創造演習，創造実験等の創成科目を新たに授業に加え，学生の

自発性・協調性・発想力・自己学習能力・プレゼンテーション能力アップに努めている。その教育の

成果として，各種コンペティションや学協会における受賞に繋がっている。その結果から判断して教

育の成果や効果が十分に上がっていると判断できる。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・ 卒業（修了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，その達成状

況を把握・評価するための体系的なシステムが存在している。 

・ 準学士課程卒業生及び専攻科課程修了生の就職率，進学率は毎年ほぼ100％である。 

・ 準学士及び専攻科課程において，資格取得や学協会等での発表，各種コンペティションへ

の参加を積極的に行っている。 

・ 準学士及び専攻科課程で求められる学習・教育目標に対する達成度自己評価アンケートを

行っている。 

・ 卒業生及び進路先への卒業生評価のアンケート調査の実施や外部有識者などからの意見を

聴取し，教育の改善に反映している。 

 

（改善を要する点） 

・ 準学士課程において，学習・教育目標に対する達成度アンケート調査を継続的に行い，教

育の成果や効果について分析していく必要がある。 

・ 現在はまだ専攻科２期生が修了したばかりなので，進路先への修了生評価のアンケート調

査を行っていないが，今後，アンケート調査の実施が必要である。 
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（３）基準６の自己評価の概要 

各科目の学習到達目標及び評価方法はシラバスに明記され，各教員はそれに従って評価を行ってい

る。また，準学士課程の卒業研究や専攻科課程の特別研究等については，研究内容をより公正に評価

するため，その達成度を複数教員が評価するシステムとなっている。各科目の単位認定については学

年末の教員会議あるいは専攻科委員会で審議されており，学生が卒業(修了)時に身に付ける学力や資

質・能力，養成する人材像等について，その達成状況を把握・評価するための適切な取組が行われて

いる。 

準学士課程卒業生に対する進路先からの高い評価により，就職率及び進学率は毎年ほぼ100％を維

持している。また，資格取得や学協会等での発表，各種コンペティションへの参加を積極的に行い，

受賞件数も増加していることから，教育の成果や効果が上がっていると判断できる。 

本校では準学士課程及び専攻科課程で求められる学習・教育目標に対する達成度自己評価アンケー

トを全学年で実施しており，その結果から判断して，学年が進むにつれて着実に教育の成果や効果が

上がっていることが伺える。また，卒業生及び進路先へのアンケートの実施や外部有識者などから本

校への意見を聴取し，その意見を反映されるシステムが存在し，教育の改善に役立っている。その結

果として，準学士課程で創造演習・創造実験を新たに授業に加え，学生の自発性・協調性・発想力・

自己学習能力・プレゼンテーション能力アップに努めている。その成果として，各種コンペティショ

ンや学協会で優秀な成績を収めており，これらの取り組みからも教育の成果や効果が上がっていると

判断できる。 

 

 


